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１．今年度の総合的な学習の時間について

授業担当者

❏ A（探究/数学・中１副担任）

❏ B（探究/理科・中3担任）

❏ C（保健体育・中１副担任）

❏ D（英語・中１副担任）

❏ E（技術・中１担任）

❏ F（数学・中１副担任）

今年度は以下の６名の教員で授業を担当



「総合的な学習の時間」って何をするの？

自分の興味・関心に基づいたテーマで「探究」する

自分の興味・関心
に基づく課題

要するに、自分の好きなこと、興味のあることをおもいっきり掘り下げる時間！

１．今年度の総合的な学習の時間について

【出典】文部科学省（２０１７）『中学校学習指導要領（平成２９年告示）解説　総合的な学習の時間編』



中１の「探究」って具体的に何をするの？

興味関心のあることについて、レポートにまとめ、表現する

１．今年度の総合的な学習の時間について

最終的にポスターセッション形式で発表



昨年のタイトル（一部）

自分でテーマを決めているため、さまざまなテーマに取り組んでいる

１．今年度の総合的な学習の時間について

● 富岡製糸場の工女たち
● 石鹸について～石鹸が私達にくれたこと～
● 銀河英雄伝説と民主主義～これからの民主主義の
付き合い方～

● 微生物とリサイクルの関係〜微生物が世界を救
う！？〜

● その名は大地の公園！ジオパークの何がすごい？



なんで、探究をするの？（先生たちの思い）

「自分を知る」と「調べて書く」

１
２

調べて、書く
感想文のように「感じたことをありのままに書
く」のではなく、「考えたことをデータをもと
に、論拠を示し、他人に伝わるように書く」こ
とができるようになってほしい

自分を知る
「自分が何に興味があるのか？」
「自分は何を大切にしているのか？」を見つめ
「自分がこれからどう生きていきたいか？」
「どうありたいか？」を考えていくきっかけに

１．今年度の総合的な学習の時間について

自分の生き方・在り
方を考えるために

高校で課題研究を
取り組むための

土台作り



私たちが生きる社会

社会の複雑性が増し、予測困難な時代

１．今年度の総合的な学習の時間について

V
Volatility

U
Uncertainty

C
Complexity

A
Ambiguity

    変動性
AIやSNSの普及な
どにより、ライフスタ
イルが急激に変化す
る状況

  不確実性
情報量が不十分で、
情報の真偽が不明瞭
なため予測ができな
い状況

    複雑性
グローバル化などの
影響で、課題が複雑
化し、単純に解決す
るのが難しい状況

    曖昧性
物事の解釈に幅があ
り、対象の意味や理
解があいまいな状況



なんで、「探究」するの？

先が見えない時代に、自分がどう生きていくかを考えていくために

昔 今

こう生きるべしが強要された こう生きるべしが強要されない

どう生きていくかを自分で考えていく必要がある

１．今年度の総合的な学習の時間について



１年間の流れ（予定）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

１．今年度の総合的な学習の時間について

中２に向けた活動
社会の課題に目を向ける

他者と協働する

自分の興味関心に基づいたテーマの中で、課題を見いだし

情報を集め、整理・分析し、その結果をレポートにまとめる活動

国立科学博物館見学 探究Day 生徒探究発表会
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じぶん観察シート作成

次回の授業でお互いに紹介しながら質問し合う活動を行います

２．本時の活動について

20分



目標

総合的な学習の時間の目標　　

探究的な見方・考え方を働かせ、横断的・総合的な学習を行うことを通して、よりよく課題を解
決し、自己の在り方生き方を考えていくための資質・能力（SSコンピテンシー）を次のとおり育
成することを目指す。

（1） 探究的な学習の過程において、課題の解決に必要な知識及び技能を身に付け、課題に関
わる概念を形成し、探究的な学習のよさを理解するようにする。（研究基礎力に関わる項目）
（2） 実社会や実生活と自己との関わりから問いを見いだし、自分で課題を立て、情報を集め、
整理・分析して、まとめ・表現することができるようにする。 （問題発見力・問題解決力に関わ
る項目）
（3） 探究的な学習に主体的・協働的に取り組むとともに、互いの個性を生かしながら、積極的
に社会に参画しようとする態度を養う。（自律的活動力に関わる項目）

２．本時の活動について

芝柏の教育活動全体を通して育む資質・能力



SSコンピテンシー

芝柏の教育活動全体を通して育む資質・能力

２．本時の活動について



SSコンピテンシー

研究基礎力（　「知識・技能」　）

 

教科の知識・技能

各教科の学習を通じて獲得する知識・技能

SSコンピテンシーの根幹であり、より専門的な知識の獲得、新しい知識の創造における基盤と
なる。

 

教科等横断的な
知識・技能

各学問分野の原理や概念、コンテンツを、別の学問分野の内容と関連づける知識・技能

複雑化する問題に対して解決策を見出すために必要な新しい知識を生み出す力。「教科の知識・
技能」が前提となる。

 

手続き的知識

知識を活用するための様々な方法やプロセスについて理解し、実践できる力

様々な学びに応用できる思考パターン（デザイン思考やシステム思考、またはその過程における
手続き）についての知識。

２．本時の活動について



SSコンピテンシー

問題発見力（　「思考・判断・表現」　）

 

仮説構築力

観察や情報から問題解決のための仮説を立てる能力

（問題の把握、目標の設定と研究の方向性確認、複数の解決法発想、関係要因・関連変数の予測
ができる）

 

批判的思考力

情報を分析し、論理的に評価することで判断する力

（複雑な問題について順序立てて考える、客観的な態度で解釈・判断する、結論をくだす際に証
拠を重視することができる）

 

メタ認知能力

自分の学習や思考プロセスを自覚し、調整する能力

（活動の過程をふりかえる、評価・分析する、そのうえで次の一手としてより良い手段をとること
ができる）

２．本時の活動について



SSコンピテンシー

問題解決力（　「思考・判断・表現」　）

 

協働する力

他者と協力し、共に成果を上げる能力

（協働学習・グループワークの重要性を認識する、適切に自分の個性を活かしながら他者
と関わることができる）

 

表現力

コミュニケーションをとる相手の状況をふまえて、思考や感情を的確に伝える
力

（要点の整理、適切な話し方・発表の仕方についての工夫、図や表を上手に用いた発表が
できる）

 

情報活用能力

情報を適切に収集、分析し、有効に活用する力

（メディアの特性をふまえた情報収集、表やグラフでの整理、統計分析、目的や意図に応じ
た媒体利用と表現、クラウドの利活用ができる）

２．本時の活動について



SSコンピテンシー

自律的活動力（　「主体的に学習に取り組む態度」　）

 
未知への好奇心

新しいことへの探究心や挑戦する意欲

（何事にも興味関心を持つ、未経験の課題にもよろこんで取り組む、新たな事柄に対しても楽し
んで取り組む姿勢をもつ）

 
粘り強さ

困難に直面しても諦めずに取り組む姿勢

（明快な答えが出るまで考える、物事を学ぶときは徹底的に調べる、予期しない出来事は原因が
わかるまで調べる姿勢をもつ）

 

社会に開かれた姿勢

社会の一員としての自覚と責任感を持ち、積極的に関わる態度。法人の理念「社会
に学び、社会に貢献する技術者の育成」の実現

（自己の学びと社会事象とのつながりを意識する、研究の正確さ・正当性を高め倫理を遵守する
姿勢をもつ）

２．本時の活動について



質問紙調査

フォーム（Classroom配信）に答え、終わった人はじぶん観察シート作成

２．本時の活動について

３５分


